
●「採択率を上げるには？」というノウハウはもちろん、クライアン
ト（中小企業側）が理解しにくいポイントを示し、「どのように説明
すれば理解されやすいか」といった内容まで踏み込んで解説！
●「採択された場合の手続きは？」、「採択されなかった場合は？」と
いった、申請後の対応方法（アフターフォロー）まで解説！
●補助金審査事務局での勤務経験や、自身の業務経験を元にした
多くのセミナー実績をもつ著者による、信頼の内容！

東京都港区南青山2‒11‒17 〒107‒8560
http: //www.dai ichihok i .co . jp

Tel . 0120‒203‒694
Fax. 0120‒302‒640

中小企業の補助金
申請支援マニュアル

採択率を上げる申請書・事業計画の作成支援から、アフターフォローまで

公認会計士・税理士 水谷 翠 著

本邦初！税理士のための
補助金申請支援業務の
　　　　　　　解説書

Ｄ1
採択される理由、採択されない理由

補助金申請の結果は、抽選で採択・不採択が決まるのではありません。審査はあらか
じめ定められた審査の方法に則って行われます。そこで、まずはどのような方法で審査
が行われるのかを理解し、採択となるためにはどうすればよいかを検討します。
審査に関しては、入学試験や資格試験をイメージしていただくといいと思います。試

験では、誰も解けないような難問を解いたとしても、時間切れのために他が白紙であれ
ば総合点として高得点をとることはできず、結果、不合格となるかもしれません。一方
で、全体として大きな失点がない答案は合格ラインに届くことでしょう。
補助金申請の場合にも、求められている項目について要領よくアピールし、採択ライ

ンを超える高得点を目指していく必要があります。

（1）審査の方法

資格審査（すべての申請書）
主に ｢補助対象者｣ に適合しているかを審査

書面審査（資格審査を通過した申請書）
外部専門家である審査委員が申請書類を審査項目ごとに採点
審査基準は、公募要領等に公表される

採択　or　不採択

■資格審査
補助金の審査は、初めにすべての申請書類を対象に事務局において資格審査が行われ

ます。ここでは主に、補助対象に適合しているか否かを確認します。例えば、創業補助
金において、一定の期間に創業することが要件であるところ、それよりも前に創業をし
てしまっていた場合、補助対象者としての要件不適格ということが明らかですので、資
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格審査の時点で不採択が確定します。また、形式的な不備、例えば必須である書類の提
出がない場合や、申請書の年度等が誤っている場合等にもここで不採択が確定します。

■書面審査
資格審査を通過した申請書類は、書面審査へ進みます。書面審査は、外部有識者等の
審査委員により構成される非公開の採択審査委員会において行われます。各審査委員
は、申請書類について、あらかじめ公表されている審査基準に則り採点をします。申請
書類の採点結果は集計されて、一定の点数以上のものが採択となります。

（2）採択される理由
申請書類は公募要領等で公表されている審査基準に則り採点され、合計が一定の点数
以上を獲得すれば採択となります。採択されるためには、申請書の中にすべての審査基
準に対して審査委員が一定以上の点数を付すような記載をすることが必要となります。
そのためには、申請書の作成に先立ち、すべての審査基準に対してあらかじめ説明や
資料をまとめる方法が有効です。そして、その説明や資料を、申請書の事業計画の中に
審査委員に伝わりやすい形で記載します。
申請書の事業計画には、当然、事業計画の骨格となる各要素を盛り込む必要がありま
す。これらの要素と審査基準とが重複している場合もあります。このような場合には、
通常の事業計画の説明の流れの中で、審査基準に対応する記載が目立つように段組みや
枠線を利用すると読みやすく、かつ、審査基準のアピールもできるのでおすすめです。

■申請書の事業計画に盛り込むべき要素

＜事業計画の各要素＞
・事業骨格シート
・ストーリーシート
・損益計画
・資金計画
＜審査基準の説明やアピール＞
・ポイントシート（審査基準を網羅したワークシート）
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■宛先
〒107̶8560
東京都港区南青山2̶11̶17
第一法規株式会社
　 FAX.0120̶302̶640

書店印

取 扱 い

この申込書は、ハガキに貼るか、
このままFAXで下記宛お送りく
ださい。

キ　リ　ト　リ　線

部申込部数

●定価2,592円（本体2,400円）　［コード057802］

申　込　書　〈第一法規刊〉

税理士のための“中小企業の補助金”申請支援マニュアル
―採択率を上げる申請書・事業計画の作成支援から、アフターフォローまで

税補助金申請（057802）2017.4 SE

部署名 □公用
□私用

　　　　　　 ―　　　　　　　― 　　　　　　ＴＥＬ

@E-mail

ご住所

様　 ㊞

〒　　　―　　　　

フリガナ

ご氏名

機関名

＊弊社宛直接お申し込みいただく場合、一回のご注文でお届け先が一箇所、お買い上げ合計金額5,000円（税込）以上のご注文は、国内配送料サービスといたします。
また、お買い上げ合計金額5,000円（税込）未満のご注文については、国内配送料450円（税込）にてお届けいたします。
＊消費税は申込日時の適用税率に依ります。

◎上記のとおり申し込みます。代金については、次に示す方法にて支払います。
　＊現在、弊社とお取引のないお客様につきましては、代金引換にてお支払いをお願い申し上げます。
　（いずれかを で選択ください。）　　□代金引換により支払います。　　□現品到着後請求書により支払います。

＊代金引換手数料について
　一回あたりのご購入金額
　（商品の税込価格+送料）の合計が

※送料・代引手数料を含む合計金額は、商品のお届け時に配送業者
に現金でお支払いください。その際、クレジットカードはご利用い
ただけません。

1万円以下の場合、300円+税
3万円以下の場合、400円+税
10万円以下の場合、600円+税

平成　　　　年　　　　月　　　　日

お客様よりお預かりしたお名前・住所等の個人情報は、商品や代金請求書の発送、アフターサービス、弊社商品・サービスのご案内をするために使用いたします。ご同意のうえ
お申し込みくださいますようお願いいたします。ご不明な場合、また個人情報の照会、訂正、削除を希望される場合は、フリーダイヤルにてご連絡ください。お客様よりお預かり
しました個人情報は、弊社ホームページに掲載の「プライバシーポリシー」に従い適切に管理いたします。　 フリーダイヤル　　TEL.0120̶203̶696　　FAX.0120̶202̶974

お客様の個人情報の
取扱いについて

＜クレジットカードでもお支払いいただけます＞ CLI
CK!

C
第一法規 検　索

＜クレジ トカ ドでもお支払いいただけます＞

詳 細・お申し 込 みはコチラ

制度を知る：
補助金制度について理解するA

B

C

D

E

A1　中小企業向けの補助金制度概論
A2　情報収集のポイント
A3　「ものづくり補助金」
A4　「創業補助金」
A5　「小規模事業者持続化補助金」

業務を知る：
補助金支援業務について理解する

B1　補助金支援業務とは
B2　認定支援機関の役割
B3　クライアントへの補助金提案力
B4　補助金申請支援にかかる契約例
B5　トラブル事例と回避策

事業計画：
事業計画を策定する

C1　補助金申請のための事業計画
C2　事業の骨格の整理
C3　事業計画全体のストーリー
C4　損益計画
C5　資金計画

申請書：
採択される申請書類を作成する

D1　採択される理由、採択されない理由
D2　「ものづくり補助金」申請書作成のコツ
D3　「ものづくり補助金」採択申請書分析
D4　「創業補助金」申請書作成のコツ
D5　「創業補助金」採択申請書分析

アフターフォロー：
申請後対応と他業務への応用を考える

E1　採択後の手続きと支援業務
E2　採択後の税務上の取扱い
E3　不採択の場合のアクション
E4　他業務への応用
E5　会計事務所の差別化への提言

オリジナル様式

●補助金支援業務マップ
●補助金申請支援業務委任契約書
●補助金申請支援業務にかかる確認事項
●ポイントシート（ものづくり補助金）
●ポイントシート（創業補助金）
●事業骨格シート
●ストーリーシート
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